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個　人　　   ３７０円　　 ２９０円　　　　　　　　　 ２９０円
団　体　　   ２９０円　　 ２３０円　　　　　　　　　 ２９０円

一　般　　　 大 学 生  　   高校生以下　　65歳以上

展示替え期間中と年末年始　※詳細は裏面

※団体は20名以上　※毎月第１月曜日はコレクション展無料
※企画展は展覧会ごとに定める

〒920-0963
石川県金沢市出羽町2－1
T E L ：076-231-7580
MAIL：ishibi@pref.ishikawa.lg.jp

コレクション展示室について

企画展利用案内

開館時間

休館日

アクセス

アンリ・マティス《襟巻の女》ポーラ美術館蔵

展覧会スケジュール

９：３０～１８：００（展示室への入室は17：30まで）
※季節により変更する場合があります。

◆小堀遠州と前田家

◆メイジ・スタイル
　

特別陳列 

4/24[日] ― 5/22[日]

コレクション展 観覧料

9/10[土] ― 10/23[日]

9/10[土] ― 10/23[日]

茶の湯への助言をはじめ、大名茶人・
小堀遠州が加賀藩の文化に与えた
影響の軌跡を、関連する書状や書跡、
茶道具、名物裂、文房具によってたどり
ます。

金沢と東京を中心に活動する中島範雄。
現在まで作家を育んだ石川の土地と
人々に思いを馳せ、鮮やかな色彩で
幻想的な世界を描いた近作を展示します。

明治時代、輸出陶磁器の主流となった
九谷焼、通称「ジャパンクタニ」を中心
に、同時代の金工・漆工を紹介します。
世界にはばたいた石川の工芸をお楽
しみください。

無　 料

12/17[土] ― 2/5[日]

◆前田育徳会尊經閣文庫分館

◆第１展示室
野々村仁清の国宝《色絵雉香炉》と
重要文化財《色絵雌雉香炉》を
常設展示しています。

◆北陸鉄道バス
ＪＲ金沢駅兼六園口（東口）
より乗車

「広坂・21世紀美術館」
下車徒歩5分

◆タクシー
ＪＲ金沢駅より約15分

◆自動車
北陸自動車道金沢西IC・森本ICより約20分

２０２２ (令和４) 年度

◆第２展示室
古九谷を中心に、江戸時代までの美術・工芸作品を展示します。

◆第３～６展示室
明治以降から現代における、石川県ゆかりの絵画・彫刻・書・工芸作品を中心
に展示します。

《色絵牡丹文平鉢》古九谷

◆師弟の共演

江戸時代から現在にいたるまで、「宝生
流の能の盛んな金沢」を意味する「加賀
宝生」ゆかりの能面と能装束など約80点を
とおして、地方独自の展開をみせた「加賀藩
の能楽史とその後」を紹介します。

石川県立美術館
U R L ：http://ishibi.pref.ishikawa.jp

★最新情報は公式ウェブサイトで！ 　SNSもやってます！

Museum Schedule
April 2022-March 2023

ー石川ゆかりの作家と巨匠たちー

◆Water Planets展

－石川から世界へ－

重文《十五首和歌》（部分）藤原定家 前田育徳会蔵

石川県ゆかりの代表的作家の優品と、
師となる著名な作家の秀作を集め、影響
関係や新たな創造への軌跡をたどり、
今日の石川の美術形成の一側面を約70
点の絵画・彫刻作品で紹介します。

1/4[水] ― 2/5[日]

◆かねは雄弁に語りき
－石川県立美術館の金属コレクション－（仮）

当館コレクションにおける金属素材による
作品を、分野を横断して一堂に展示し
ます。色彩、技巧、音、動きなどのひとあじ
違う視点から、金属の多彩な表情や知ら
れざる魅力をたっぷり紹介します。

日本有数の夢二コレクターである中右瑛氏
の貴重な所蔵品の中から、肉筆画や版画、
デッサンのほかに、最晩年の作品となった
滞欧米時のスケッチなども特別公開。哀愁
とロマンあふれる夢二の作品を紹介します。

《彩磁瑞花祥鳳文花瓶》ＭＯＡ美術館蔵

中島範雄《Water Planets 2》（部分）

陶芸家として初めて文化勲章を受章し
た板谷波山は、陶芸を芸術の粋に高め
た作家の一人です。本展は代表作に加
えて、故郷である筑西市における貴重
な資料を併せて展示し、生誕１５０年を
記念するものです。

九谷庄三《色絵金彩八仙人花鳥図大花瓶》

《港屋絵草紙店》個人蔵

《縫潰唐花蜀江模様厚板唐織》国立能楽堂蔵
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修復工房
生活工芸ミュージアム

文化施設共用駐車場

山田宗美《鉄打出鳩置物》

6/25[土] ― 7/24[日]

◆生誕150年記念 板谷波山の陶芸

8/6[土] ― 9/4[日]

◆竹久夢二展 ー憧れの欧米への旅ー

9/17[土] ― 10/23[日]

◆加賀宝生のすべて ー能面と能装束ー

公益財団法人前田育徳会が所蔵する、加賀藩主・前田家に伝わった優れた
文化財をテーマに基づき展示します。

－永遠の瞬間を前にして－
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